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⻘���から�題
が�た�
林野���の⻘��とReMORIが協��
�� �� | p.02

�５回�林づくり
体�ツアーを���
体�ツアー3⽇間の��をレポート�
�� �� | p.04 

林 業 情 � を 発 � �

り も り マ ン ス リ ー

リモリメンバーが林業を�して���の�⼒を発�中�

�林事業をメインに立ち上げた��「KIRecub（きりかぶ）
有�責任事業��」です。林業がもっと⾯⽩く活気のある
�業になるように�々な事業も�開していきます。

ゆすはら地域おこし協⼒�

Instagram

REMORINEWS01

リモリマンスリー
ホームページに掲��

2022年5⽉から�⽉発⾏しているリモリマンスリーですが、
バックナンバーがReMORIのホームページから�めるように
なりました�
��の�事は、ReMORI��の��さんと内��を相�しな
がら、��は⾓金・��川で担当していました。Vol16から
は�⽊・��川で��しています。
より�みやすいように��⼯夫してまいりますので、これか
らもどうぞよろしくお願いいたします�

��の�かな⾃�を活かした、⾃主保�型「�のようち
えん」活動。協⼒�の�⽊��が�とともに、4歳と1歳
の�どもたちを�れ、�内各地で活動中。��者�時募
�中�０歳からどなたでも��していただけます。⼀�
に⾃�を��しませんか�
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I N ゆ す は ら  ReMORI

◆ � � ・ 発 ⾏ � � � 令 和 の � 林 づ く り 協 � � R e M O R I - リ モ リ -   � � 川 ・ � �

◆ お 問 い � わ せ � � 林 の � � � � � � �   ◆ お 電 � � 0 8 8 9 - 6 5 - 0 8 1 1

  お 気 づ き の 点 、 ご � ⾒ ・ ご � � が ご ざ い ま し た ら 上 � ま で ご � � く だ さ い 。

����林再⽣プロジェクト
「りもりチャンネル」

りもりの活動やイベント⾵�、協⼒�

のPR動�などを配�中�

�⼝佑貴下�智也 ��川夏� �⽊�� 吉井⾹在 Coming Soon

WOODNEIGHBORS-ウッドネイバーズ- Coming Soon
協⼒�を�業した⾓金�が個�事業主として開業。
ロープクライミングで樹上へアクセスし�宅や�共��、
����などの樹⽊の伐採(��)を事業としています。

Coming Soon

KIRecub-きりかぶ-チャンネル

�たに立ち上げました�活動⾵�やイベ

ントの��などを配�予��

KIRecub-きりかぶ-
苗⽊�の��式
KIRecubの�葉樹の苗⽊�がスタート�
下� 智也 | p.03

リモリマンスリーの
これまでの�事はこちらから
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⻘���から�題が�た�
 ６⽉下旬、吉⽥��から「（�林��省の）⻘�（����）局�

が７⽉４⽇付で林野���に�任するそうです」の��メールを受け

た。��に��の�が��になる。その�、上�した��と⼟���

らが���にお�いし、来���と⽇���が�まった。

 林野�と���の間で�員�流が�まって、30年�上が��する

（現在の�向者は畠義�さん）。林野�からの�⼀�が⻘��久さん

だった。�はまだ⼆⼗歳代で、�知�����員の⼩�は三⼗代�半

だった。��員の��でお�いできた。知識が幅�く、�覚の�い

「キャリア�僚の卵」と�じた。�は政策�として、順�に��を上

がった。歴代の��や��からその動向を�いた。頂いた「��内

�」の��メールは�しく、�の内で拍⼿を�った。

 ���の�知����は10⽉に�現し、��、仁�川と�川��問

の⽇�が�まれた。12⽇午�、⻘���は��に�り、伐採現場と�

林��の�材�⾨などを��。KIRecub-きりかぶ-が�り�む苗⽊�

の��式で�列者に��した。「若い�、この地で林業の基�を�わ

りました。⽊々の��、材積の��、�械の使い�。いずれも�かし

く、有�く思い�します」。

 「�の�築の�点は��です」と�る�築�・�研吾�と同�の想

いを�いている�だと思った。

 ��式で30年ぶりに�いた⻘�さんの声、爽やかな��が�くの�

�者の�に�いた。「苗⽊�のドングリをしっかり�てて下さい」と

�めくくった。

苗⽊�の��式では

��に種まきもしていただきました

今回のREPORTER-リポーター-

林野���
⻘� �久 -Toyohisa Aoyama- 

���における、�国�の棚⽥オーナー制度の��

（１９９２年・平成４）に⼒を発揮していただくな

ど、��とゆかりの�い�。

令和５年７⽉に林野���に�任。

もっとFEATU RE-フィーチャー-

※��は⽇�����より

 この⽇の�は、式�に⾏われる�⾒���の司�を�せつかってい

た。林野�からの付き�、�林業の��が⾒�る中、�側も��・�

�をはじめ林業��はReMORI・CoMORI・協⼒�と主�メンバーが⼀

堂に�する。��はしたが、���⾏の荷は重かった。��者に率�

な�告を�め、��に��の現状を理�してもらおう�えていた。と

ころが、予�時間の半�が�ぎた�、��から⼿が上がった。

「��に⽊�の���築が立ち�めた。その�物に��を重�する�

�や��が�っている。脱��では先⽇、�たな���場が開�され

た。時代は⼤きく動いている。期待に�えよう」

 ―現状�告が��ぎたか� ��は�構、はしかい�※
        ※はしかい・・・動作や頭の動きが�いが、気が�い

��令和の�林づくり協��「ReMORI」��
�� �� -Takashi Sasaoka- 

�知�⽣まれの７３歳。�知��を���、

�２回のペースで、���を�復。８年が

��。����業担い⼿�成��（�林づ

くり）を�て、��令和の�林づくり協���。

�ども３�、�６�。�宅は時々、�たち

で⼤�わい。�⽇は�かです。

��モデル都�・���への叱��励であり、ReMORI��の�は

「⼤きな�題」と受け�った。

 その�現には��⼒（�な情���と��）と�破⼒（トップ�

業）が�かせない。チームを�成し、�り上げた策を上�した��・

��が��に上申し、�たなサポートを�頼する。これを�り�すこ

とで、��の�林づくりと林業を前に�める。30年ぶりの再�は、

（�に）�期の仕事を�じてくれたようだ。精⼀��めたい。

 ��式とは�い、畳

みかける⼝�。���

の決���だった。林

野�も��る。��も

��れ。��の指�は

�しい現状にひるまず、

��を活かす�たな戦

略を�めと�こえた。
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ゆすはら地域おこし協⼒�/KIRecub 代�
下� 智也 -Tomoya Shimomura- 

�知��知���の地域おこし協⼒�２年⽬。

��の��が���ということもあり、��３�で

��から��してきました。協⼒�で技�を�ぶ�

ら『KIRecub-きりかぶ-』を立ち上げ、�林・精油・
�林イベントなど�々な事業に�り�んでいます。
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KIRecub-きりかぶ-苗⽊�の��式

 �たちKIRecubは、地域おこし協⼒�の活動�で昨年10⽉より任�

団体として発⾜し、�年4⽉より有�責任事業��としてスタートし

ました。「�と⾃�との共⽣」という�をもとに、���の�林・�

林事業を⽣業としております。KIRecubの��の由来は、KIは立⽊を

�味し、Reは再⽣、cubは英�で⾒�いを�味します。�たちはまだ

まだ⼩さい�在ですが、これから苗⽊と⼀�に�っていくことで立�

な⼤⽊のような�在になりたいという想いを�めています。ちなみ

に、�前を決めたあとに知ったのですが、���の「�」という��

は��みで「きりかぶ」と�むそうです。不思�な�を�じます。

 この苗⽊�が�来た��としましては、�葉樹の苗⽊は、スギ・ヒ

ノキの苗⽊に�べ、�国的に⽣�量が�なく、地域によっては�をま

たいで苗⽊��を⾏っており、���においてもそれは同じ状況のた

め、「地域性苗⽊（その地域の種（どんぐりなど）から�てた苗⽊の

こと」を��したいという思いに�して、�年３⽉にお�くなりなっ

た、��龍⼀�が�立、現代�を�研吾�が�めるモア・トゥリーズ

�の�⼤なるご�援により�現しました。

 そして苗⽊�の看�には、���永野に�在します河内⽩王（かわ

うちはくおう）��の夫�杉の�れた�材を使⽤し、��には伐採し

たスギから⾃��で⽪を剥がして貼るなど、�内の材を利⽤した⼿作

りとなっています。こうしたことが�来ましたのも�内の川上�材�

�をはじめ、�⽥⼯���、柴⽥���のご指�・ご協⼒のおかげで

す。ご協⼒頂きました�さま、�にありがとうございます。

 ��の⽬標としましては、���の地�の由来にもなったイスノキ

や�内の�ども�と⼀�にコナラなどのどんぐりを拾って�てて、�

年は苗⽊を2,000�、５年�内に年間10,000�の⽣�を⽬指していき

たいと思っております。

 

 �は��、この苗⽊�が�内の�さまに愛されることはもとより、

�内の�さまと⼀�に苗⽊を�てて成�の喜びを�かちあっていける

ような場�になって�しいと�んでおります。まだまだ未�ではござ

いますがKIRecub⼀同、精⼀��⼒してまいりたいと�じます。これ

からも�さま�にはなにかとお��になるかと思いますが、�わらず

ご指�ご鞭�のほど�しくお願い申し上げます。

今回のREPORTER-リポーター-

⻘�さんと�さんで�念��

 ゆすはら地域おこし協⼒�、KIRecub-きりかぶ-有�責任事業��

代�の下�です。10⽉12⽇(⽊)、ゆすはら��の�有地にて、林野�

の⻘���・����・ReMORI�員の�さまをお招きし、�たちが

立ち上げた『KIRecub-きりかぶ-苗⽊�』の��式を�り⾏いまし

た。こうして�事に苗⽊�をスタートすることが�来ましたのも、⽇

�からご指�いただいております、��はじめ�場の�々、��の�

さまのおかげと�じ上げます。�当にありがとうございます。



�５回�林づくり体�ツアーを��
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����場 �林の�������
�� �� -Shusuke Tsujimoto-

�場��5年⽬。��の業�は�有林の�業発�や、
協働の�づくり事業などを担当しています。

���の�林づくりの�⼒について、�内�の��

へお�え�来るように��ります�
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 �５回�林づくり体�ツアーを10⽉13⽇（金）から15⽇（⽇）の⽇

�で開�しました。このツアーは林業の担い⼿�保のために���の

�⼒を知ってもらうことを⽬的としており、�回は男女２�と���

�の⽣徒１�にご��いただきました。

 この３⽇間で��者の��には、伐�現場の⾒�や�樹体�、チェ

ーンソー体�などの現場体�から、�材�やペレット⼯場、苗⽊�、

�中の⽊���の⾒�まで、もりだくさんの内�で���の�林づく

りの現場を体�していただきました。

 �樹体�では�別当にて、ReMORI�員の��榮喜さんに指�して

いただきつつ、イロハモミジの苗⽊10�を�えました。��者の��

にとっては�れない�での作業でしたが、いい汗をかいて�成�を得

ていただいたものと思います。

 また、同じくReMORI�員の川上周⼀さん、政�さんと川上�史さ

んの現場へもお��し、伐��業の⾒�や、チェーンソーでの⽟切り

を体�していただきました。中でも、��な地形の�い��ならでは

の架��材の��に�常に��をもたれていました。

 

 ツアー中には現�の地域おこし協⼒�員とも�流いただき、���

での活動状況や暮らしについての�から、���の暮らしをイメージ

していただきました。また、��者の�から他地域の林業の�り�み

などのお�も伺い、我々にとっても�常に有�義な情���の場とな

りました。

 ��者の��には３⽇間�常に�を持ってツアーに臨んでいただ

き、���の�林づくりにも共�いただけたご��でした。

 ��もこうした活動を��していき、���の林業の担い⼿�保に

�めて�ります。ツアーにご協⼒いただいた��、�にありがとうご

ざいました。

苗⽊�で�てているイスノキの種を��

�別当で�樹体�

川上周⼀さんによるチェーンソー体�

ペレット⼯場の��

今回のREPORTER-リポーター-


